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楽踊・虎の子渡し 
（上の原楽踊保存会） 

湯本南条踊 
（湯本南条踊保存会） 

楽踊・月の前の伶楽 
（藤中楽踊保存会） 



 

  

   

 

開
館
一
周
年
記
念 

里
帰
り
企
画
展
開
催
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

『四
十
年
ぶ
り
の
里
帰
り
・・
・日
置
雨
乞
台
の
石
器
た
ち
！
』 

白色が夜叉丸、茶色がレンです。 

毎日お部屋の中で、かけっこしたり、 

イタズラしたり、パワフルに過ごしていま

す💛 

深川地区の人口 

世帯数 

男 性 

女 性 

 計 

（R5年 9月 1日現在） 

5,945 

5,614 

6,496 

12,110 

（-10） 

（-26） 

（ 1） 

（-25） 

中央公民館 10 月の行事予定 編
集
後
記 

▼
今
年
の
夏
は
異
常
に
暑
い

夏
で
し
た
。
９
月
中
旬
に
な

り
、
朝
夕
は
幾
分
涼
し
く
な

っ
て
き
た
も
の
の
、
昼
間
の
猛

暑
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
い

ま
だ
に
夏
の
終
わ
り
が
見
通

せ
な
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

周
辺
の
田
ん
ぼ
は
一
斉
に
稲

刈
り
が
始
ま
り
、
畦
道
に
は

色
鮮
や
か
な
彼
岸
花
が
咲

き
誇
っ
て
い
ま
す
。
季
節
の

音
は
蝉
か
ら
虫
の
音
へ (

敬) 

, 

 流
灯
に
心
を
寄
せ
て
手
を
離
す 

 
 

 

山
田 

耕
司 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 曼
珠
沙
華
災
ひ
険
し
鉄
軌
か
な 

 
 

 

佐
貫 

勝
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 夢
を
見
る
ゴ
ッ
ホ
と
歩
く
星
月
夜 

 
 

中
村 

瀧
江 

今
月
の
う
た 

 

長
門
市
で
最
も
古
く
か
ら
人
々
が
住
み
始
め
た
場
所
は
、
長
門
市
日
置
の
雨
乞
台

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
一
万
六
千
年
以
上
前
の
旧
石
器
時
代
に
人
々
が
使

っ
て
い
た
と
さ
れ
る
石
器
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
ヒ
ス
ト
リ
ア
な
が
と
開
館

一
周
年
を
記
念
し
て
、
本
遺
跡
で
採
集
さ
れ
た
石
器
類
の
多
く
を
収
蔵
さ
れ
て
い

る
山
陽
小
野
田
歴
史
民
俗
資
料
館
か
ら
お
借
り
し
、
約
四
〇
年
ぶ
り
に
里
帰
り
し

て
き
た
品
々
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
石
器
に
は
、
長
門
地
域
で
は
産
出
さ
れ
な
い
石
材
が
数
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
一
万
年
以
上
も
前
の
時
代
に
、
雨
乞
台
に
住
ん
で
い
た
雨
乞
縄
文
人
は
、
命
が

け
で
海
を
渡
り
、
石
器
の
素
材
を
探
し
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。
雨
乞

縄
文
人
が
苦
労
の
末
に
手
に
入
れ
た
石
材
で
作
ら
れ
た
道
具
の
数
々
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

そ
の
中
で
も
、
イ
チ
推
し
は
、
雨
乞
縄
文
人
が
身
に
着
け
て
い
た
と
さ
れ
る
『
玦
状

け
つ
じ
ょ
う

耳
飾

み
み
か
ざ
り

』で
す
。
雨
乞
縄
文
人
の
お
し
ゃ
れ
度
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
た
だ
、
想
像
す
る

に
、
一
万
年
以
上
も
前
に
、
耳
た
ぶ
に
穴
を
開
け
て
こ
の
耳
飾
り
を
通
し
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
縄
文
人
の
お
し
ゃ
れ
は
、
石
材
を
手
に
入
れ
る
と
同
じ
く
、
命
が
け
、
苦

痛
を
伴
う
上
で
の
お
し
ゃ
れ
だ
っ
た
の
か
な
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
見
の
価
値
あ

る
出
土
品
だ
と
思
い
ま
す
。 

石
器
に
つ
い
て
詳
し
い
山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
専
門
職
員
の
講
演
会
を

次
の
日
程
で
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
来
館
、
ご
拝
聴
く
だ
さ
い
。 

資
料
提
供 

山
陽
小
野
田
歴
史
民
俗
資
料
館  

 
 

 

（古
代
展
示
担
当 

新
江
田
） 

山
茶
花
ク
ラ
ブ 

長
門
短
歌
会 

 
病
窓
に
入
道
雲
の
あ
ま
た
湧
き 

鯨
に
チ
ワ
ワ
鳶
は
輪
を
描
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
下 

映
子 

 

青
い
空
飛
行
機
雲
が
あ
ざ
や
か
に 

た
め
息
を
つ
き
し
ば
し
見
つ
め
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉
富 

成
子 

 

雲
梯
を
す
い
す
い
渡
る
孫
娘 

 
 

 
 

 

空
を
見
上
げ
て
満
面
の
笑
み 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

原
田 

満
江 

キッズエクササイズ(３B体操) 

子どもクラブ 

親子でリトミック 

スマホ教室 

わくわく土曜塾 

第 43回深川地区体育祭 

わ
が
家
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン 

～
ペ
ッ
ト
編
～ 

7・21（土） 

7（土） 

11・25（水） 

4・18(水) 

14・21（土） 

15（日） 

『開
館
一
周
年
記
念
講
演
会
』  

 

日
時 

十
月
十
四
日
（土
） 

十
時
～
十
二
時 

 

講
師 

塚
本
史
晃 

氏
（山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
専
門
職
員
） 

 

演
題 

『海
を
わ
た
っ
て
や
っ
て
き
た
石
～
雨
乞
台
遺
跡
の
魅
力
～
』 

 
 
 
 
 

講
演
会
の
後
、
展
示
会
場
に
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催 

そ
の
他 

料
金
無
料 

予
約
・不
要 

 

『玦
状

け
つ
じ
ょ
う

耳
飾

み
み
か
ざ
り

』 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

地
域
が
つ
な
ぐ
奉
納
芸
能 

 
 

か
つ
て
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た
赤
崎
祭
り 

 

「第
43
回
深
川
地
区
体
育
祭
」ご
案
内 

10
月
15
日
（
日
）
、
深
川
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

て
、
深
川
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
主
催
・
長
門
市
中
央
公
民

館
共
催
の
「第
43
回
深
川
地
区
体
育
祭
」を
４
年
ぶ
り

に
開
催
し
ま
す
。 

９
月
10
日(
日)

、
赤
崎
神
社
一
帯
で
赤
崎
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
殿
祭
の
後
に
、
赤
崎
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
舞
台
で
の
正
明
市
の
「式
三
番
叟
」を
皮
切
り
に
、

国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
「
赤
崎
神
社
楽
桟

敷
」
で
は
、
開
作
の
楽
踊
「
虎
の
子
渡
し
」
、
湯
本
地
区

の
「
湯
本
南
条
踊
」
、
藤
中
の
楽
踊
「
月
の
前
の
伶
楽
」

が
次
々
に
披
露
・
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
掛
け
声
や
楽
器

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
、
華
や
か
で
堂
々
た
る
舞
が

披
露
さ
れ
、
観
客
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
奉
納
終
了
後
に
は
餅
ま
き
も
行
わ
れ

た
ほ
か
、
会
場
周
辺
に
は
多
く
の
露
店
が
立
ち
並
び
、

４
年
ぶ
り
の
制
限
の
な
い
か
つ
て
の
賑
わ
い
を
取
り
戻

し
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
赤
崎
祭
り
の
「
赤
崎
神
社
楽
桟
敷
」
で
奉
納
さ

れ
る
伝
統
の
神
事
は
、
４
２
７
年
前
の
１
５
９
６
年(

慶

長
元
年)

に
こ
の
地
で
牛
馬
の
疫
病
が
流
行
し
た
た
め
、

農
業
の
守
護
神
を
ま
つ
る
赤
崎
神
社
に
祈
願
し
、
病
気

流
行
の
終
息
を
感
謝
し
、
各
地
の
踊
り
を
奉
納
し
た
こ

と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
も
現
在
の
疫
病
で
あ
る
コ
ロ
ナ
の
終
息
祈
願
に

つ
な
が
る
意
味
合
い
を
持
つ
奉
納
と
な
り
ま
し
た
。 

１分団(赤) 田屋 

２分団(白) 駅前、湊１東、湊１西、湊２、 

湊中央、湊３区 

３分団(黄) 中山、緑ヶ丘、藤中、江良 

４分団(緑) 正明市１・２・３・４・５区、 

上郷、下郷 

５分団(青) 下川西、上ノ原、後ヶ迫、開作、 

境川、上川西１・２・３区 

６分団(桃) 板持１・２・３・４区 

７分団(黄緑) 殿台、大河内、小河内、 

河原、門前、湯本、三ノ瀬 

８分団(紫) 山小根、渋木中・１・２・３区、 

大垰、坂水、真木 

深
川
地
区
を
８
分
団
に
分
け
、
開
会
は
９
時
30

分
、
向
陽
マ
ー
チ
ン
グ
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
の
演
奏
に
合
わ
せ

入
場
行
進
を
行
い
ま
す
。
得
点
競
技
に
は
前
も
っ
て
出

場
い
た
だ
く
方
々
を
各
行
政
区
の
支
部
長
の
皆
様
に
と

り
ま
と
め
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
開
会
式
後
の
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム(

入
場
行
進
に
参
加
し
た
方
の
み)

や
、
オ
ー
プ

ン
競
技
に
は
深
川
地
区
の
皆
様
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
家
族
・
お
友
達
と
ぜ
ひ
お
越
し
下

さ
い
。
詳
し
く
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
覧
下
さ
い
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躍
進
！ 

深
川
中
学
校
体
育
祭 

開
催 

９
月
２
日
（
土
）
、
『
躍
進
』
～
発
揮
し
よ
う
自
分
の
個

性
～
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
終

始
生
徒
た
ち
の
は
じ
け
る
笑
顔
と
大
声
援
に
包
ま
れ
た

特
別
な
空
間
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

俵
山
・深
川
み
す
ゞ
学
園 

小
中
合
同
学
校
運
営
協
議
会 

【報
告
】 

子
ど
も
ク
ラ
ブ
「は
じ
め
て
の
料
理
」 

手
洗
い
教
室 

９
月
２
日
（
土
）
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
「
は
じ
め
て
の
料

理
」
で
、
調
理
の
前
に
「
手
洗
い
教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
毎
年
、
山
口
県
食
品
衛
生
協
会
と
山
口
県
長
門

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。 

講
師
の
方
か
ら
何
故
手
洗
い
が
大
切
か
説
明
を
聞
い

た
後
、
実
際
に
手
洗
い
を
し
て
、
汚
れ
が
落
ち
て
い
る
か

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。 

汚れが光る特殊な液を手に

塗って、石けんで手洗い。 ブラックライトを当てて汚れを確

認。汚れが残った部分を洗い直し

て、全員綺麗に手洗いできました！ 

手洗いの時に汚れが残りやすいところ 

・指先（特に親指に注意！） ・手の甲 

・手の甲側の手首 等 特に意識して手洗いを！ 

しっかり 

ゴシゴシ！ 

９
月
21
日
（木
）、
俵
山
・深
川
み
す
ゞ
学
園
４
校
合

同
の
学
校
運
営
協
議
会
が
向
陽
小
学
校
で
開
催
さ

れ
、
出
席
し
ま
し
た
。 

今
回
の
熟
議
で
は
、
10
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
他
地

域
の
実
践
を
視
聴
し
た
後
、
各
運
営
協
議
会
ご
と
に
今

後
取
り
組
み
た
い
こ
と
を
協
議
し
ま
し
た
。
話
し
合
い

の
中
で
は
、
子
ど
も
が
も
っ
と
主
体
的
に
問
題
提
起
で

き
る
よ
う
に
、
時
間
の
確
保
と
そ
の
調
整
が
課
題
に
な

る
こ
と
や
、
新
た
な
取
組
ば
か
り
に
走
る
よ
り
今
あ
る

も
の
を
工
夫
す
る
考
え
方
が
大
切
で
あ
る
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
み
す
ゞ
学
園
長
の
新
居
校
長
が
閉
会
の
あ

い
さ
つ
で
、
「
小
学
校
段
階
か
ら
ゴ
ー
ル
を
共
有
し
て
い

る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
。
そ
し
て
最
終
的
に
そ
の
成
果

を
示
す
こ
と
や
成
果
を
ど
う
評
価
す
る
か
が
大
切
。
」

と
、
こ
の
会
の
総
括
と
し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

地域でめざす子ども像 

〇長門を愛し、あいさつ

でつながる元気な子 
 

〇自分の思いや考えを

伝えられる素直な子 



 


